
図1　出力インピーダンス周波数特性の計測結果よりリニア・レギュレータの安定性を評価できる（Analog Discoveryによる実測）
オーディオ・パワー・アンプ用レギュレータ回路の出力コンデンサに種類の異なる品種を使い，誤差アンプ回路の負帰還回路構成を最適化して安定
化している

（a）一般的な電解コンデンサ（KME470μF）
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（b）低　　の有機電解コンデンサ（PZA220μF）ESR
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図2　3種類の3端子レギュレータとオーディオ・パワー・アンプ用リニア・レギュレータ回路の出力インピーダンスを計測する回路
3端子レギュレータの入力にDC電源18 Vと0.1μFのコンデンサ，出力電圧が15 Vになるように数種類のコンデンサを接続し，出力インピーダン
スを計測する．オーディオ・パワー・アンプ用リニア・レギュレータの入力にDC電源20 Vを接続して出力インピーダンスを計測する
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　リニア・レギュレータ回路の出力が不安定になる
理由と，出力コンデンサの等価直列抵抗（ESR：
Equivalent Series Resistance）が影響を及ぼすこと
を解説します．また，出力インピーダンス周波数特
性と安定性に関係があることを説明します．

　今回は，前回製作した交流重畳型電子負荷アダプ
タとAnalog Discoveryを使って，実際の電源用3
端子レギュレータ回路とオーディオ・パワー・アン
プ用リニア・レギュレータ（直流安定化電源）回路の
出力安定性を評価します．

【セミナ案内】装置におけるシールド/グラウンド設計法 ［講師による実験実演付き］
―― ノイズに強い電子装置を開発するための基礎知識と実務への展開

【講師】斉藤 成一 氏，11/12（火） 20,000円（税込み），https://seminar.cqpub.co.jp/
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